
 

意
地
に
な
ら
ず
に
日
薬
、
目
薬
、
人
薬 
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精
神
科
医
療
に
携
わ
る
人
に
限
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
難
し
い
ケ
ー
ス
に
関
わ
っ
た
と
き
に
、

つ
い
つ
い
自
分
の
腕
や
能
力
を
嘆
い
た
り
、
患
者

さ
ん
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
そ
の
家
族
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
と
怒
り
が
増
し
て
く
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
、
人
間
は
せ
っ
か
ち
に

な
り
、
待
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
「irritable

 

reaching

」
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
「
せ
っ
か

ち
、
短
絡
的
な
、
短
気
な
」
着
地
で
す
。
こ
う

い
っ
た
と
き
に
、
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ

テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

「Positive

」
で

は

な

く
「Negative

」
で

す
。
例
え
る
と
、
救
急
救
命
の
医
師
や
ナ
ー
ス
は

目
の
前
の
患
者
に
テ
キ
パ
キ
と
サ
ク
サ
ク
と
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
勿
論
、
そ
う
し
て

的
確
に
治
療
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
を
、
ポ
シ
テ
ィ

ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
す
れ
ば
、
癌
の
末
期
だ

と
か
慢
性
疾
患
、
長
期
入
院
病
棟
の
看
護
者
や
医

師
、
地
域
の
訪
問
看
護
・
診
療
医
は
そ
の
対
応

に
、
現
在
の
医
学
で
は
治
し
て
あ
げ
れ
な
い
無
力

感
に
さ
い
な
ま
れ
が
ち
で
す
。
こ
う
い
っ
た
場
合

に
も
辛
抱
強
く
治
療
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
短

兵
急
に
陥
ら
な
い
で
待
つ
能
力
が
※

ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
で
す
。 

「
日
薬
」
と
い
っ
て
時
間
の
な
り
ゆ
き
に
任
せ

な
が
ら
、
薄
紙
が
剥
げ
る
か
の
よ
う
に
癒
さ
れ
て

１ 

い
く
。
何
事
も
時
間
が
解
決
し
ま
す
。
六
ヶ
月
も

た
て
ば
、
最
初
の
悩
み
も
薄
れ
ま
す
。
「
目
薬
」

は
、
目
に
さ
す
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
が
自

分
を
見
て
く
れ
て
い
る
、
神
で
も
、
恩
師
で
も
、

心
か
ら
の
友
で
も
い
い
の
で
す
。
人
間
と
い
う
の

は
も
ろ
い
も
の
、
目
薬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
夫
の

浮
気
癖
、
嫁
姑
関
係
、
子
ど
も
の
病
気
や
発
達
の

遅
れ
、
職
場
の
対
人
関
係
の
悩
み
に
も
耐
え
て
い

け
る
の
で
す
。
「
日
薬
」
と
「
目
薬
」
、
日
と
目

で
横
棒
が
一
本
あ
る
だ
け
で
す
。 

最
後
は
仲
間
（
カ
メ
ラ
―
ト
）
や
グ
ル
ー
プ
の

力
、
つ
ま
り
「
人
薬
」
で
す
。
僕
は
、
誰
か
の
何

気
な
い
言
葉
で
励
ま
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
「
生

き
る
力
」
を
取
り
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
八
雲

の
郷
に
集
う
人
た
ち
が
力
を
あ
わ
せ
て
お
互
い
を

励
ま
し
合
う
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
病
院
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
夢
想
し
て
い
ま
す
。 

C’
est La Vie.

セ
・
ラ
・
ヴ
ィ 

そ
れ
が
人
生
さ
、
生
き
る
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
ね
！ 

 

（
※
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ 

答
え
の
出
な
い
事

態
に
耐
え
る
力
」
帚
木
蓬
生

は
は
き
ぎ
ほ
う
せ
い

著
） 
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「リカバリー」 
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法人内研修 

法人内ランクラブ紹介 
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法人アクセス ４ 

広報誌「遊便」（第16号） 

発行：医療法人 仁風会 八雲病院 

発刊日：2019年4月吉日 



 2018年12月8日、当法人

の地域活動支援センター、ビ 

・フレンディングにおいて、

毎月定期開催している家族教

室「家族の輪・学びの場」の

特別企画として、意見交換会

を開催しました。 

 テーマは、『それぞれの回

復・リカバリーを考える～回

復の過程～』。 

 まず、「リカバリー」につ

いての説明から入りました。

リカバリーという言葉を普通

の辞書で調べてみると、「回

復。復旧。とりもどすこと。｣

一方、精神保健福祉辞書で調

べてみると、「病気や障害に

よって失われるものを回復す

る過程であり、人生の新しい

意味と目的を作り出すこと。｣

とあります。「リカバリー」

の概念は、1990年代にアメ

リカで生まれ、現在では、精

神障がい者の支援を考える際

に国際的な潮流となってるこ

とをお話ししました。 

 その後、３人の発表者の方

からテーマに沿って、お話を

いただき、会場との意見交換

をしました。 

 それぞれのお話の主だった

内容を以下の４点にまとめて

いただきました。①発病前の

ご様子、②発病時のご様子、

③発病後のご様子、④リカバ

リーした最近のご様子。 

 ３人の発表者のうち、お一

人目は精神障がいのある当事

者の方。以前は多飲やスマホ

依存などで生活リズムが整わ

ず日常生活がままならない状

態でしたが、ご家族や周りの

支援者のサポートもあり、今

では一人暮らしをしながら、

毎日就労訓練施設に通所でき

ているというお話でした。 

 あとのお二人はご家族の立

場でお話しいただきました。

お一人目の方は、お子さまが

当事者であり、家族教室で学

んだ、適切な対応方法を実践

された結果、お子さまの回復

に繋がった事例を発表いただ

きました。お二人目の方は、

一度はお子さまと心中を考え

たほど追いつめられた経験も

ありましたが、思いとどまっ

て試行錯誤の上、今は、毎日

笑顔で過ごせるほどに、リカ

バリーされたという報告でし

た。 

 御三方のお話の後、会場か

ら多くの質問が出て、それぞ

れの発表者の方から、丁寧に

応答していただき、大変実り

の多い意見交換会となりまし

た。 

 以下は、意見交換会の後に

とりまとめましたアンケート

の結果を抜粋しています。 

・体験談を聞けてよかったで

す。 

・いろんな立場の方がいるこ

とを知る機会となり、こうし

リカバリー(回復)とは…① 

２ 

た会に出てこられるだけでも

前向きなことだと思えた。 

・３人のお話を聞いて、とて

も元気になりました。何か一

つ見つけようと思います。あ

りがとうございました。 

・今回のように、定期的に当

事者と家族が交流できる場が

欲しいです。 

・３人の方のお話、涙が出そ

うな時もあった。 

・初めて参加しました。これ

からも続けてください。 

 今回、リカバリーについて

上記の通り意見交換会を開催

しました。統合失調症などの

重い精神障害の病を持ってい

ても、それぞれ人は立ち直る

ことができ、人として尊重さ

れ、希望を持ちながら、社会

に戻ることもできる。リカバ

リーのペースも形もそれぞれ

であること、大きなことばか

りでなく小さなことも大きな

価値があるということを確認

できる会となりました。ご参

加いただいた皆様、本当にあ

りがとうございました。    

        （森脇） 

 

特  集 

 リカバリー…「横文字はちょっと苦手」という方も多いと思います。 

 しかし、今、日本はもとより世界中の精神障がい者を取り巻く環境の中で、大変なブーム、大

きなキーワードとなっています。そこで、今回と次回（10月発行予定）の２回シリーズで特集を

組みました。今回は、過日、当法人内で開催された家族教室において、リカバリーをテーマに取

り上げましたので、その内容をご紹介させていただきます。読者の皆様にとりまして、この機会

がリカバリーについて関心をお持ちいただく機会となり、理解を深めていだだけると嬉しく思い

ます。 

イ
メ
ー
ジ 

（
車
椅
子
バ
ス
ケ
者
の 

 
 
 
 

リ
カ
バ
リ
ー
） 



 

不 審 者 対 応 研 修 に 参 加 し て 

３ 

 その後、病棟・施設職員

へ応援を要請し、不審者対

応の訓練を行いました。 

 訓練においては、日常的

なクレーム対応でも起こり

うるような状況想定の中、

不審者役の署員の方が次第

に興奮し、凶器を出し職員

を襲ってくる内容にて訓練

を行いました。本番さなが

らの訓練で、参加した職員

も貴重な経験ができる訓練

となりました。 

 今後、法人全体において

今回の研修会や訓練の内容

をフィードバックし、有事

の対応に活かせるように努

めていきたいと考えており

ます。    

        （狩野） 

 2018年10月23日、並

びに、同年11月12日の２

日間、松江警察署の方の指

導をいただきながら、法人

の不審者対応研修、及び不

審者侵入訓練を実施しまし

た。 

 １日目の研修では、不審

者対応における基本的な対

応の留意点の説明や簡単な

護身術の実技指導をしてい

ただきました。 

 ２日目では、法人不審者

対応マニュアルに基づき、

松江警察署の方にご協力い

ただき、実際に不審者が八

雲病院外来に侵入したこと

を想定して、外来職員が初

期の不審者対応を行いまし

た。 

法人内

研修 

不
審
者
が
外
来
に
侵
入
し
た
想
定
で
、
対
応
す
る
職
員 

警
察
署
の
方
か
ら
総
括
を
聞
く
参
加
者 

松江城リレーマラソンでチームワークを発揮！！      

 当法人の職員有志で結成

されたランクラブチーム

「ふぁんらん」は、ひっそ

りとゆる～く14名で活動

を行っています。 

最近の活動としては、３

月24日に「第１回国宝松

江城リレーマラソン」があ

り、6名で参加しました。 

一周1.7キロのコースを

25周(42.5キロ)、チーム

でタスキを繋いでゴールを

目指します。二の丸公園を

スタートし、階段を駆け上

るところから始まるコース

は、足場も悪く、生憎の雨

の中のスタートで身体的に

も精神的にも厳しいもので

した。 

コツコツと自主練に励む

メンバーや、練習中に負傷

するメンバー、練習不足の

者（私）とそれぞれ不安は

ありましたが、チームのＴ

シャツを作り士気を高め、

声を掛け合いメンバーで助

け合いながら無事に完走す

ることができました。 

「ふぁんらん」では、ラ

ンニングだけでなくウォー

キングも行うメンバーも随

時募集しています。今後も

チーム名のように、楽しみ

ながら健康的に、ひっそり

とゆる～く続けていこうと

思っています。  （川角） 

 

チームワークの力で完走しました！ 



医療法人 仁風会 
○八雲病院（外来診療時間午前中のみ） 

 平日８：３０―１２：３０／土 ８：３０―１２：３０ 

休診日…日曜日、祝日、お盆、年末年始 

 松江市大庭町１４６０－３  

            電   話（０８５２）２３－３４５６（代表） 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３４９５ 

  ・デイケアたんぽぽ（精神科デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

   月曜日―金曜日 午前９：３０－午後３：３０ 

  ・デイケアやくも（重度認知症デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

   月曜日―金曜日 午前９：００－午後３：４０ 

 ○コスモス（自立訓練【生活訓練】事業所） 

 松江市大庭町１４５９－１ 

            電   話（０８５２）２３－３３６０ 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３３７０ 

   ○ビ・フレンディング（地域活動支援センター・相談支援事業所） 

    松江市大庭町１４６１－３ 

              電   話（０８５２）２３－４１１１ 

              ＦＡＸ（０８５２）２３－４１１２ 

   ○雲陽の里(認知症グループホーム・介護保険) 

    松江市大庭町１４５９－１ 

              電 話（０８５２）２３－３７００ 

   ○八雲病院 居宅介護支援事業所 電 話（０８５２）２３－３４５６（代表） 

４ 

ご意見箱 
 

 広報誌「遊便」に対するご意

見・ご感想などございましたら、

ぜひ下記までお寄せいただくと喜

びます。今後とも医療法人仁風

会、広報誌「遊便」共々よろしく

お願い致します。 

  〒690-0033 

  松江市大庭町１４６０－３ 

 （医）仁風会  

 広報委員会0852-23-3456まで 

 

編
集
後
記 

 

平
成
最
後
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
平

成
の
文
化
や
風
物
が
、
今
再
び
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
若
か
っ
た
頃

の
映
像
や
音
楽
を
耳
に
す
る
と
、
当
時

の
新
鮮
な
気
持
ち
や
思
い
出
が
、
甦
っ

て
く
る
気
が
し
ま
す
。
こ
の
広
報
誌

も
、
今
改
め
て
創
刊
号
を
見
返
し
、
当

時
の
発
行
者
の
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
を
、

今
後
の
誌
面
に
つ
な
い
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
笠
置
） 

 
 
 

わ
た
く
し
た
ち
の
理
念 

 

わ
た
く
し
た
ち
は
心
の
声
を
大
事
に
し
ま
す 

わ
た
く
し
た
ち
は
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
雲
病
院 

お
知
ら
せ 

ホームページのご案内 

当法人の各種サービスについてホームページで紹介しております。

スマートフォンにも対応しています。 

ぜひご覧ください。アドレス http://www.yakumohp.net/ 


